





























































































































































① 研修の意義：とても有意義 ２０名、有意義 １名
② 研修の必要性：是非必要 １３名、必要 ７名、無記入 １名
③ 一番よかった活動：サンパウロ散歩（活動４）１３名、命の大切さ（活動６）４名
④ 研修で学んだこと：（複数回答）
・日本語を実際に使ってみたこと（活動１‐７）２１名
・友だちとの関係を作り、深める方法についてふり返ること（活動１、５）２１名
・社会（日本・ブラジル・世界）と自分を関連づけて考えること（活動４‐７）２０名
・ほかの人と協力して活動すること（活動１‐７）１８名
日本語学習を通して行う人間教育の試み
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・自分の生活をふり返ること（活動３、４）９名
「一番よかった活動」で最も回答が多かったのは、人間教育の試みの活動（３、４、６）で
はなく、活動５の「サンパウロ散歩」だった。外に出て実際に体を動かしながら共同作業をす
ることで、Ａ１からＡ２前半レベルの参加者でも達成感が得られたからだと思われる。しかし、
「研修で学んだこと」からは、生徒研修の方針である「社会との関連を考えたり、自分の生活
をふり返ったりすること」に対して肯定的な評価が見られる。アンケートの自由記述の中には、
日本語に加えて英語も駆使してスペイン語話者とのコミュニケーションを成立させられたと達
成感を述べる者、スペイン語話者を助けて各活動を遂行できた自信を記す者など、異質な集団
で交流する貴重な体験への言及もあった。
４．２ 今後の課題
残念ながら、人間教育の試みの活動（３、４、６）を「一番よかった活動」にあげた者はい
なかった。今回、初めての試みで講師側に指導経験が不足しており、学習者に活動の意図を十
分伝えられなかったことが大きい。人間教育の試みは、理念の学習、理念や目的に沿った活動
設計、評価方法の開発、教師の実践能力の向上が必要になると思われる。今後も実践を積み重
ねて、活動を精緻化させ、指導力を向上させていきたい。
内容重視の活動では、母語使用が増え日本語使用が少ないという問題がよく指摘される。生
徒研修でも、参加者のポルトガル語使用が目立ったが、メモ作成などの事前作業があれば日本
語使用が増えることが観察されたので、その点から活動を改善したい。参加者のＡ１からＡ２
前半レベルという日本語力を考えると、話し合いではポルトガル語を使わざるを得ないが、そ
の場合スペイン語話者がグループ活動に入っていけなくなる。次回は、そのようなスペイン語
話者の気持ちに気づく活動もとり入れたい。参加者は、人間関係を作る社会スキルが発達途上
にあるので、チーム作りの活動が重要であることを再認識した。
「はじめに」で述べたように、どのような人間を育てるかという教育的観点からブラジルの
言語教育に問題提起していく必要がある。今回の生徒研修の実践を初中等教師に対する研修で
とりあげ、その意義について共有していきたい。
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